
訪
中
団
の
日
程
は
い
よ
い
よ
終

盤
の
５
日
目
。
私
た
ち
は
重
慶
を

離
れ
、
北
京
に
昼
前
に
到
着
し
た
。

車
窓
か
ら
で
は
あ
っ
た
が
、
今
度

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
わ
れ
る

「
鳥
の
巣
」
を
見
学
し
た
後
、
昼

ご
飯
を
食
べ
た
。

滋
賀
の
生
徒
は
、
北
京
の
中
学
で

交
流
を
行
っ
た
が
、
「
交
流
も
い

い
け
ど
、
観
光
だ
っ
て
し
た
い
」

と
、
あ
と
少
し
の
中
国
滞
在
を
有

意
義
に
よ
り
使
え
る
方
法
を
模
索

す
る
姿
も
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
交

流
会
で
は
日
本
の
生
徒
を
代
表
し

て
、
彦
根
東
高
校
の
生
徒
が
ス
ピ
ー

チ
と
記
念
品
の
交
換
を
し
た
。

(

柚)

北
京
の
天
気
は
晴
れ
。
こ
ち
ら

に
来
て
連
日
暖
か
い
日
が
続
い
て

い
る
。
午
後
か
ら
は
２
０
０
８
中

日
青
少
年
友
好
交
流
年
開
幕
式
典

に
参
加
し
た
。

会
場
の
中
華
人
民

大
学
付
近
は

警
備
体
制
も

強
化
さ
れ
、

ま
た
会
場
入

口
で
は
空
港

と
同
じ
よ
う

な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
チ
ェ
ッ

ク
が
な
さ
れ

た

。
14
時
30

分
か
ら
始
ま
っ

た
開
幕
式
の

セ
レ
モ
ニ
ー

が
終
わ
り
、

舞
踊
や
歌
な

ど
の
素
晴
ら

し
い
催
し
物

が
続
く
中
、
辺
り
が
ざ
わ
つ
き
始

め
た
。

突
然
の
胡
錦
濤
（
こ
き
ん

と
う
）
国
家
首
席
の
登
場
！
サ
プ

ラ
イ
ズ
に
会
場
は
盛
大
な
拍
手
と

ざ
わ
め
き
で
包
ま
れ
た
。

（
好
）

今
年
は
実
は
、
中
日
青
少
年
友

好
交
流
年
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
大
規
模
な
開
幕
式
が
北
京
人

民
大
学
で
行
わ
れ
た
。
日
中
合
わ

せ
て
青
少
年
な
ど2

0
0
8

人
が
参
加

し
た
。
日
中
両
方
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
は
ど
れ
も
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
も

の
と
な
っ
た
。

(

柚)

昨
日
16
日
（
日
）
に
北
京
を
発
っ

て
、
成
田
空
港
に
到
着
。

米
原
駅

に
夜
、
無
事
に
到
着
し
た
。
皆
さ

ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

( 1 ) キマグレ 第122号 彦 根 東 高 校 新 聞 平成20年（2008年）3月17日（月）

私たちは、午前

中、故宮を見学し

た。故宮は世界遺

産であり、清の時

代使われた宮でも

あるらしい。中は

とても広く、乾隆

帝や、康煕帝など

世界史で習ったよ

うな名前がでてき、

かなり興味がわく

ものだった。(柚)
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▲故宮を見学。

↑
祝
辞
を
述
べ
る
胡
錦
濤
国
家
主
席
。

↑
交
流
す
る
本
校
生
徒
。


